保護者の皆様
令和2年4月7日
〇〇幼稚園
園長　　　　　

令和2年度における保育などについて

前略にて失礼します。
すでに報道で伝えられている通り政府は首都圏や関西圏に緊急事態宣言を発令しました。これを受けて京都市教育委員会は、4月10日からの授業を5月6日まで休校延長し、また週1～2日、2時間程度は登校日を設けて健康管理や各家庭での生活・学習状況の確認を行うとともに、新たな学習課題の提示も行うと発表しました。

これらの状況を踏まえて、本園は月日()に送信した新年度の保育方針を変更し、月日()から始まる令和2年度の保育について下記の通り対応します。
今回の対応は、本園として感染リスクを可能な範囲で最大限に排除したうえで、子どもたちが少しでも幼稚園生活を楽しめることを最も重視して決定しました。
但し、今後の感染の状況や行政からの通達などにより再度変更となる場合がありますのでご了承ください。　皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。
子どもたちや保護者の皆さまにとって、いつもの普通の生活が戻ってくることを願うばかりです。

記
＜始業式＞
月日（）に実施します。
当日は三つの密の重なりを避ける観点から、時間差登園で園バスの運行なしで行います。
・送迎は保護者の方でお願いします。
・所要時間は分程度を予定していますので、そのまま園庭などでお待ちいただいても結構です。
・当日は基本的に全園児家庭保育にご協力ください。仕事などがどうしても休めない新2号とやむを得ない理由の新1号の方に限定して預かり保育を実施します。
前半組： 9:30集合（9:15より早くは登園できません）10時10降園
　　　　

後半組：11:00集合（10:45より早くは登園できません）11:140降園



＜入園式＞
先日お知らせした通り月1日（）に2回に分けて実施します。
年長中組は全園児休園です。（預かり保育も無しです）

＜4月13日～5月6日の保育＞
・子どもたちの感染防止を最大限に実施したうえで、三つの密（密閉・密集・密接）の重なりを可能な限り排除して感染リスクを軽減します。
・三つの密のうち乳幼児の特性上、密接場面（人数に関わらず近距離での会話や発声やスキンシップ）は排除することは不可能です。
・言い換えれば、工夫次第で残りの二つの条件（密閉・密集）はある程度軽減することが可能と考えられます。
（具体例）健康管理や消毒などをおこなったうえで
密閉→2方向の窓を開放して保育室を換気する。換気扇を常に作動させる。
　　　バスの窓を開放する。
密集→多くの人が密集することは、同じ部屋（バス）で過ごす人数を減らすことで半減できる。
　　→クラスごとに登園日を設定することで、同じ保育室で過ごす人数を半分以下にする。
　　→それにより園バス利用園児数も減少する。

本園は4月13日より5月6日までのあいだ、以下のクラス分散方式により保育を実施します。
年中長組→週2回登園　　　　　年少組→週1回登園　　　　　2歳児組→週1回登園



期間中のクラス登園日と利用する保育室一覧表
	月
	火
	水
	木
	金

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	
	
	
	
	













期間中保育室人数
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※備考：文科省基準　35人学級定員　保育室面積53㎡

・ごきょうだいで登園日が別日となる場合もありますが、別日登園にご協力ください。
・期間中の預かり保育は、どうしても仕事の都合がつかない新2号の方とやむを得ないご事情の新1号の方のみを対象として実施します。
・園バスによる送迎もできる限りの予防対策を講じたうえで実施します。
→安全面を確保したうえでの窓の開放、コースごとの車内空間・シートなどの消毒、クラス分散により乗車人数を減らし、分散して座るなどの対策を講じます。
・４/１３～５/６の期間中は午前保育とします。
・クラス分散保育であっても保育の再開は決して警戒を緩めて良いという合図ではなく、幼稚園と家庭が協力し合って感染拡大の防止に努めることが極めて重要です。
・そのため日頃の体調管理が感染予防の第一歩です。
・保護者の責任の下で毎朝の検温・風邪症状の確認を必ず実施して、異常がある場合は登園を控えることが感染拡大防止に非常に重要です。
※検温結果は　　の「　　　」より回答ください。
　回答締め切りは出欠締め切りと同じ　　です。
子どもたちの健康に関わることですので、登園日は必ずお願いします。
※園児・保護者・教職員ともに37.5℃以上の発熱があった場合、解熱後24時間以上経過して、呼吸器が改善傾向にあることが必要

◎ 家庭と連携した毎朝の検温及び風邪症状の確認
→「」にて保護者が毎登園日に園児の検温結果を回答してください。
◎ 登園前に確認できなかった園児などについては，職員室などで検温及び風邪症状の確認をします
→発熱や咳などの風邪症状がある場合はお迎えをお願いします。

※感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別について
感染者、濃厚接触者とその家族、この感染症の対策や治療にあたる医療従事者とその家族に対する偏見や差別につながるような行為は、断じて許されないものであり、新型コロナウイルス感染症に関する適切な知識を基に、発達段階に応じた指導を行うことなどを通じ、このような偏見や差別が生じないようにすることが非常に重要です。子どもは大人の言動をそのまま受け入れてしまいますから、くれぐれもご注意ください。

＜確認重要事項＞
A:毎朝登園前に必ず検温をして（親子とも）平熱であること。
→「」にて子どもの体温を毎登園日に回答
B:園児・保護者・教職員ともに37.5℃以上の発熱があった場合、解熱後24時間以上経過して、呼吸器が改善傾向にあることが必要であること。
C:鼻水が出たり、咳こんだり、喉が痛いなど風邪の症状がないこと。
D:園内では同じ空間に複数の子どもや大人が、一定時間一緒に過ごすことは避けられないこと。
E:乳幼児は子ども同士や保育者ともスキンシップ（密接）を多くとること。
F:やむを得ない場合を除き、園児は出来るだけマスクをしないで登園すること。
G:集団生活の感染リスクは自宅に比べると自ずと高まること。
H:感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別は断じて許されないこと。
I:園児・保護者や関係者（同居親族、職場を含む）に陽性反応が出たり、濃厚接触者の可能性が出たりした場合は、速やかに幼稚園にお知らせください。
J:各家庭の判断や事情により欠席したり、バスに乗らずに登園されたりしても構いません。その場合は欠席扱いにはなりません。なお、その場合は保育料、バス代などは返金できませんので予めご了承ください。
I:そのほかご不明な点などは直接ご相談ください。
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